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調  査  要  領 
 

１．調査目的     本調査は、当所管内事業所の経済動向及び現状を把握し、情

報化社会に対応した企業経営の指針とするとともに、今後の

経営支援の参考に資することを目的とする。 

 

２．調査時点     ２０２１年１２月１日 

 

３．調査期間     ２０２１年１０～１２月期 

 

４．調査対象企業数３８０企業（うち回答企業数１５９企業） 

 

５．調査対象業種 

①建設業（回答企業数３０企業） 

建築・大工業、土木業、管工事業、とび・コンクリート業、鉄骨・鉄筋業、電気工

事業、左官・屋根業、塗装業、板金業、その他 

 

②商業・サービス業（回答企業数７２企業） 

卸売業、小売業、飲食業、サービス業 

 

③製造業 

機械金属関連業（回答企業数３１企業） 

鉄鋼業、金属製品製造業、一般機械器具製造業、電気機械器具製造業、輸送用機械 

器具製造業、精密機械器具製造業、プラスチック製造業、その他 

 

繊維工業（回答企業数２６企業） 

撚糸業、織物業、染色整理業、ニット・メリヤス業、レース業、縫製業、刺繍業、 

その他 

 

ＤＩとは、ディフュージョン・インデックス（ＤｉｆｆｕｓｉｏｎＩｎｄｘ） 

の略で、このＤＩの変化を分析することにより経済動向の判断を行います。 

このＤＩは、好転企業の割合から悪化企業の割合を差引き算出し、好転が悪化を上回

る場合プラス（＋）となり、逆に悪化が好転を上回る場合マイナス（―）となりま

す。ＤＩについては数値の水準のみならず、数値の変化がどういう方向を向いている

かが重要です。 



                   ２ 

１．景況の動き 

 

［業況ＤＩ］ 

  今期の業況ＤＩは、全体で－２０。前期（－２６）比は＋６ポイントとなった。また

前年同期（－４９）比では＋２９ポイントとなった。 

業種別では、建設業－２７（前期比－５、前年同期比－１４）、商業・サービス業 

－３５（前期比＋２０、前年同期比＋３０）、機械金属製造業＋３７（前期比－２３、前

年同期比＋７３）、繊維製造業－１２（前期比＋９、前年同期比＋４０）となっている。 

 

 

［採算ＤＩ］ 

 今期の採算ＤＩは全体で－２８。前期（－２５）比は－３ポイント、前年同期（－

４９）では＋２１ポイントとなった。 

業種別では、建設業－４０（前期比－１、前年同期比－２９）、商業・サービス業－

４０（前期比＋９、前年同期比＋２０）、機械金属製造業＋７（前期比－３３、前年

同期比＋５０）、繊維製造業－２３（前期比－２、前年同期比＋３９）となっている。 

 

 

［来期業況ＤＩ］ 

  来期の業況予測ＤＩは全体で－１７。前期（－２３）比では＋６ポイント、前年同

期（－４５）比では＋２８ポイントとなった。 

業種別では建設業－３６ポイント（前期比－１３、前年同期比－１７）、商業・サー

ビス業－１４ポイント（前期比＋２５、前年同期比＋４２）、機械金属製造業±０ポ

イント（前期比－３２、前年同期比＋２６）、繊維製造業－２４ポイント（前期比＋

８、前年同期比＋３９）となっている。 

 

 

［経営上の問題点］ 

  経営上の問題点としては、建設業では「材料価格の上昇」（23.8％）「民間需要の停滞」

（17.5％）、商業・サービス業では「需要の停滞」（17.1％）「消費者ニーズの変化への対

応」（14.4％）、機械金属製造業では「原材料価格の上昇」（21.3％）「製品単価の低下・上

昇難」（12.5％）、繊維製造業では「需要の停滞」（25.4％）「原材料価格の上昇」（16.9％）

が上位となっている。 



　　業況DIの推移

【建設業】 【商業・ｻｰﾋﾞｽ業】【機械金属製造業】 【繊維製造業】

２０１９年１０～１２月期 -50 -41 -33 -50
２０２０年１～３月期 -36 -49 -33 -53
２０２０年４～６月期 -64 -79 -65 -58
２０２０年７～９月期 -40 -71 -56 -50
２０２０年１０～１２月期 -13 -65 -36 -52
２０２１年１～３月期 -6 -64 -17 -70
２０２１年４～６月期 -13 -35 18 -40
２０２１年７～９月期 -22 -55 -37 -21
２０２１年１０～１２月期 -27 -35 14 -12

［２０１９年１０～１２月期］から［２０２１年１０～１２月期］
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                    ４ 

２．業種別の今期の業況・来期の業況予測 

  【建設業】      

●今期業況     今期の業況ＤＩは－２７。前期比は－５、前年同期比で

は－１４ポイントとなった。 

業種別では建築・大工業〔－３３〕、土木業〔＋３３〕、

管工事業[±０]、鉄骨・鉄筋業〔±０〕、電気工事業[－５

７]、その他〔－２０〕ポイントとなった。 

   ●来期業況     来期業況予測のＤＩは－３６。前期比－１３、前年同期比

では－１７ポイントとなっている。 

  【商業・サービス業】 

●今期業況     今期の業況ＤＩは－３５。前期比は＋２０、前年同期比

では＋３０ポイントとなった。 

業種別では、卸売業〔－１７〕、小売業〔－５４〕、飲食

業〔＋９〕、サービス業では〔－３８〕ポイントとなった。 

   ●来期業況     来期業況予測のＤＩは－１４。前期比＋２５、前年同期

比では＋４２ポイントとなっている。 

 【機械金属製造業】  

●今期業況     今期の業況ＤＩは＋３７。前期比では－２３、前年同期

比では＋７３ポイントとなった。 

業種別では、鉄鋼業〔＋３３〕、非鉄金属業〔－１００〕、

金属製品業〔＋１４〕、一般機械器具業〔±０〕、電気機械

器具業〔±０〕、輸送用機械器具業〔±０〕、精密機械器具

業〔＋１００〕、プラスチック製造業〔＋１７〕、その他〔＋

５０〕ポイントとなった。 

●来期業況     来期業況予測のＤＩは±０。前期比－３２、前年同期比

＋２６ポイントとなっている。 

  【繊維製造業】    

●今期業況     今期の業況ＤＩは－１２。前期比では＋９、前年同期比

では＋４０ポイントとなった。 

業種別では、織物業〔－１８〕、染色整理業〔－５０〕、

ニット・メリヤス業〔－１００〕、レース業〔±０〕、縫製

業〔±０〕、刺繍業〔＋２０〕ポイントとなった。 

   ●来期業況     来期業況予測のＤＩは－２４。前期比＋８、前年同期比

では＋３９ポイントとなっている。 



売上額（完成工事額）DIの推移

【建設業】 【商業・サービス業】 【機械金属製造業】 【繊維製造業】

２０１９年１０～１２月期 -50 -37 -28 -32
２０２０年１～３月期 -64 -44 -48 -47
２０２０年４～６月期 -53 -90 -69 -67
２０２０年７～９月期 -27 -76 -67 -77
２０２０年１０～１２月期 6 -70 -54 -67
２０２１年１～３月期 13 -75 -20 -78
２０２１年４～６月期 -6 -33 6 -37
２０２１年７～９月期 -20 -64 23 -28
２０２１年１０～１２月期 -27 -31 13 -4

［２０１９年１０～１２月期］から［２０２１年１０～１２月期］
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【建設業】

【商業・サービス業】

【商業・サービス業】

業種別売上額（完成工事額）の状況〈前年同期比〉
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【機械金属製造業】

【繊維製造業】
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　　資金繰りDIの推移

建設業 商業・ｻｰﾋﾞｽ業 機械金属製造業 繊維製造業

２０１９年１０～１２月期 -25 -30 -8 -43
２０２０年１～３月期 -21 -32 -22 -33
２０２０年４～６月期 -33 -61 -42 -42
２０２０年７～９月期 -7 -48 -37 -52
２０２０年１０～１２月期 -17 -50 -32 -32
２０２１年１～３月期 -13 -50 4 -59
２０２１年４～６月期 9 -24 12 -37
２０２１年７～９月期 -7 -44 20 -21
２０２１年１０～１２月期 -3 -28 -7 -24

［２０１９年１０～１２月期］から［２０２１年１０～１２月期］
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１位（％） ２位（％） ３位（％） ４位（％） ５位（％）

材料価格の上昇 民間需要の停滞 材料の入手難 熟練技術者の 従業員の確保難

確保難

23.8 17.5 13.8 8.8 7.5

前期 1位　　23.9 2位　　18.3 5位　   7.0 3位　　 8.5 7位　 　4.2

前年同期 5位　　 8.0 2位　  20.0 7位　   4.0 1位　  24.0 3位　 12.0

需要の停滞 消費者ニーズの 材料等仕入単価 従業員の確保難 人件費の増加

変化への対応 の上昇

17.1 14.4 11.2 8.0 7.5

前期 1位　　17.9 2位　　12.8 8位　　 5.1 3位　　9.2 5位　　 7.7

前年同期 1位　　22.9 2位　　14.6 9位　   4.2 3位　　6.3 3位　 　6.3

原材料価格の 製品単価の低下 需要の停滞 従業員の確保難 生産設備の不足

上昇 ・上昇難 ・老朽化

21.3 12.5 11.3 11.3 7.5

前期 1位　　15.2 3位　　11.4 2位　　12.7 4位　  10.1 4位　 10.1

前年同期 11位　　 2.6 2位　  11.8 1位　  25.0 8位　 　5.3 3位　 　9.2

需要の停滞 原材料価格の 製品ニーズの 製品単価の低下 生産設備の不足

上昇 変化への対応 ・上昇難 ・老朽化

25.4 16.0 12.7 11.3 8.5

前期 1位　　30.7 2位　  16.0 4位 　  8.0 3位　　12.0 5位　  6.7

前年同期 1位　　29.3 4位      8.6 2位 　15.5 3位　　10.3 4位 　 8.6

繊維工業製造業

　今期直面している経営上の問題点

建設業

商業・サービス業

機械金属製造業
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１０ 

 

事業所からのコメント（直面している問題点など） 

 

〔建設業〕 

・材料高騰が続いているが、工事価格は価格競争が厳しく低くなる一方。 

予算も厳しく薄利多売にするには物件数が少ないし、薄利多売で業務を詰め込めば従業員は

仕事量と給料が見合わないと辞めていく悪循環。 

・全体的に官民ともに工事量が停滞しているが、人件費は下請者共に増加傾向である。 

・販売単価の減少。 

・引き合い増加傾向にあるものの仕入価格上昇、人手不足がマイナス要因となっている。 

・原材料の値上がりがどこまで進行するか不安。在庫不足。 

 

〔商業・サービス業〕 

・経費上昇に対する価格転嫁が追い付いていかない。 

・オミクロン株の出現で厳しい状況が続くものと思われる。 

・従業員の高齢化、従業員採用・育成が課題。 

・お客様及び店主の老朽化。 

・前半はコロナ渦における自粛等が続き売上が伸び悩んだ。後半は規制も緩和されたので感染

症対策は引き続き実行注視し、営業を展開し売上増加に努めたい。 

・設備等の老朽化に伴う修繕費が増加。 

・長引くコロナの影響によるディナータイムの客足動向。食材調達、仕入単価上昇がどこまで

悪化するか。最低賃金の引上げが今後どの程度上昇するか。 

・コロナが落ち着きようやくお客様が戻りつつある。宴会などはコロナ前まで戻るには時間が

かかる。早急な事業転換が必要。 

・新規顧客取り込みが必要。 

・ウィズコロナで現状を考え、販売形態の変化が見られる。ＤＸ検討。 

 

〔機械金属関連業〕 

・東南アジアのコロナによる部品の減産でオーダー部品が入荷せず各自動車業界もラインの停

止、生産の減産に追い込まれている。新車を生産すれば売れるが残念。中古車は 30％増とな

っている。半導体等の遅れで減産が 1か月約 30％で、東南アジアのコロナで部品遅れあり。 

・コロナにより海外生産の材料部品が滞り受注の停滞。 

 

〔繊維工業〕 

・売上増加は見込まれるがその額はコロナ前に戻るにはまだまだである。 

・販路拡大必要。 


